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16世紀香料貿易における

海洋ル 卜 と隊商ル 卜
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はじめに

ポ1レトガルのインド洋進出と回教国家の対応

vヴァント経由香料貿易の復活

隊商1Vートと海洋1Vート

おわりに

ー は じ めに

経済史研究上の古いテーマである。

ける軍事的成功の後，

たりえたのか。

ポルトガルによる希望岬航路の開拓とそれに伴なう欧亜貿易の再編成は，

しかしながら16世紀初頭のインド洋にお

ポルトガル王室が遂行した香料貿易の独占は真実独占

レヴァント地方の旧来の貿易路に対する大洋貿易路の影蓉に

ポルトガルのインド洋進出に対するアジいかばかりのものであったのか。

ァ，北アフリカの諸国家の対応はどのようなものであったのか。希望岬Jレー

トとレヴァント・ルートとの間に競争関係は存在したのか。

現在なお十分には答えられているとは言えないであろう。

これらの疑問は

F. c
 

Lane以後の諸研究は，

ガルのインド洋進出によっては決定的な打撃を受けず，

レヴァント・ルートの香斜貿易がボルト

その最初の衝撃が去
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った後には再ぴレヴァント地方の諸港でイクリア商人なかでもヴェネチア商

人， ドプロプニク（ラグーザ）商人達が活発に交易していたことを示してい
(1) 

る。また vanLeurの剌激的な著書は，ボルトガルの東インドでの活動は

既にアジアの商人達によって組み立てられている通商活動に寄生するにすぎ

なかったことを描き出し，インド洋におけるボルトガルの香料貿易独占に疑
(2) 

問をなげかけた。ともあれ東南アジアにおけるボルトガルの活動の限界につ、

いてはいくつかの研究がなされているのでこの論文の主題とするものではな

ぷ？
ここではインド洋と地中海を結ぶ貿易路と希望岬を経由する大洋航路の競

争関係を当時の西アジアにおける政治情勢を背景において吟味してみたい。

Il ボルトガルのインド洋進出と回教諸国家の対応

ボルトガルの進出以前から，インド洋はアジアの商人達により活発な通商

、活動が為されていた。アラブ人商人達は三角帆の船によって，ィンドからア
(4) 

フリカ東岸まで大洋を越えて航海していた。ヴァスコ・ダ・ガマがカリカッ

トヘ向けてのインド洋横断にあたって水先案内人として傭ったのはアラブ

人であったが，ガマの航海記には，アフリカ東岸に来港していたアラブの航~

(1) F. C. Lane, "The Mediterranean Spice Trade : Further Evidence of the-

Revival in the Sixteenth Century", American Historical Review, Vol. 44, 

1940. pp. 581-590. F. Brandel, La Mediteranee et le Monde M姐tierraneen、

a l'epoque de Philippe]I，2. ed, Paris, 1966. 

(2) J. C. van Leur, Indonesian Trade and Society, The Hague, 1955. 

(3) 多数の研究の中からとりあえず次のものを挙げておく。

M. A. P. Meilink-Roelofsz, Asian Trade and European influence : in. 

the Indonesian Archperago between 1500 and about 1630, The Hague, 

1962. C. R. Boxer, The Portuguese Seaborn Empire 1415-1825, London, 

1969. 

(4) アフリカ東海岸におけるイスラム商人の活動の有様はヴァスコ・ダ・ガマの航：

海記に描かれている通りである。！「ヴァスコ・ダ・ガマのインド航海記」，大航海：

時代叢書，野々山ミナコ訳注，第I巻，岩波書店， 1965年， 339頁～430頁。
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海者達が自分達と同様のコンパスや四分儀を用い，すぐれた航海図を携えて
(5) 

いることに対する驚きが示しされている。

他方ィンドから東の海域においては，インド西岸のグジァラート Gujarate

の商人達が活動していた。グジュラート商人はマラッカの繁栄をもたらした
(6) 

重要な取引相手でもあった。ボルトガルが始めてマラッカに商館を置いたの

は 1509年のことであるが， それまでにマラッカはその最盛期をむかえてい

た。 1512年から1515年にかけてマラッカの商館で書記兼会計人および香料の

管理人としての職についていたトメ・ピレス Tome Piresの記述は16世紀

初頭におけるマラッカの盛況を余すところなく描きだしている。マラッカに

は近隣諸国やインドからの商人達だけでなく遠くカイロ，メッカ，アデンの

イスラム商人， トルコ人やアルメニア人， 北からは中国商人が来港してい
(7) 

た。ピレスは「人々はマラカ（マラッカ）が偉大で，利益が大きいため，そ

の価値を〔正確に〕見積ることができないのである。マラカは商品のために

作られた都市で， 〔その点については〕世界中のどの都市よりもすぐれてい

る。 ・・・マラカの支配者となるものはヴェネザ（ヴェネチア）の喉に手を
(8) 

かけることになるのである。」とまで記している。ボルトガルが目標としたの

は，この東西貿易の拠点をおさえてヴェネチアの繁栄の源を断ち，かわって

その富をポルトガルヘ流入せしめることであったといえよう。

ポルトガルの本格的な東洋進出は，アルメイダ FranciscoAlmeidaがイ
(9) 

ンド副王に任ぜられ22隻の船隊と共にインドに派遣された時に始まる。この
(10) 

時同時に香料貿易を王室独占とし，カサ・ダ・インディア Casada Indiaに

(5) 同上， 336頁。
(6) ボルトガル進出前後のインド洋海域での貿易活動については， vanLeur. op. 

cit,pp.1~144.永積昭「東南アジアの殖民地化」，岩波講座世界歴史，第16巻339~
374頁，長島弘，「16世紀インド海上貿易の研究」，東洋史研究，第35巻2号，1976年。

(7) トメ・ビレス「東方諸国記」生田滋，池上嶺夫，加藤栄一，長岡新治郎訳注，
大航海時代叢書，第5巻，岩波書店， 1966年。

(8) 同上， 455頁
(9) 副王 Vice-reyは正式の官職名ではなく，総督 Governadorのうち有力な者

の称号である。なお総督の任期は 3年であった。リンスホーテン，「東方案内記」，
岩生成一，渋沢元則，中村孝志訳注，大航海時代叢書，第8巻，岩波書店，1968年，
321頁（注）。
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よって統制する体制をととのえた。その後数年間にわたるポルトガル船隊の
(11). 

活発な動きは実にめざましいものであった。 1510年には数世紀に渡りポルト

ガルの東洋での拠点となるゴアを占領し， 1511年にはマラッカをおさえた。

それに先だち 1507年にはペルシャ湾口の要塞オルムズ王国を支配下におい
(12) 

た。さらに進んで紅海を支配しようとする試みは不成功に終ったものの，ボ

ルトガルはアフリカ沿岸からマラッカ海峡に至る広大な海岸地帯をその軍事

的勢力下に置くことに成功した。ボルトガルは自らの支配下に入ったインド

洋周辺地域を総称してエスタ-ド・ダ・インディア Estade da Indiaと呼

んだ。

16世紀初頭におけるポルトガルの急速な進出はしかしポルトガルの圧倒的

な力を示すものではない。既にふれたようにアジアは航海の能力ではボルト

ガル人に劣るものではなかった。当時のインド沿岸部はヒンズー教徒と回教

徒の小国に分裂しており，一致してボルトガルに対抗することが出来なかっ

たばかりか，ボルトガルはヒンズー教徒を援助して回教徒の勢力を放逐しよ

うと努めた。西アジアの大国オスマン・トルコに対抗するペルシャの存在も

ポルトガルに好条件をもたらしたとみられうる。

ポルトガルの進出の影響も最も強く受けるマムルーク朝エジプトの反応
(13) 

は鈍かった。 ようやく・スルクン・カーンサウフ・アルガウリ一 Qan~o.h 

(10) カサ・ダ・インディア（インド庁）は商務官のもとにインド，ギネア，奴隷貿

易の三部門を統轄した。同上， 630頁（注）

(11) 1501/02~1510/11の10年間に実に 150隻のボルトガル船がアジアに向けて出港

している。しかし以後このような高水準に達することはなかった。 N. Steens— 
gaard, "European Shipping to Asia 1497-1700", The Scandinavian Eeonomic 
History Review, Vol.18 No.1, 1970, p. 9. 

(12) オルムズはペルシャ湾の入口に位置する島でペルシャ湾を経由する貿易路の起
点でもあった。当時のオルムズの繁栄については， トメ・ピレス，前掲書69-73

頁，「この王国は豊かで高貴であるばかりでなく， 全ペルシャの要衝である」同
上69頁，また1583年にこの地を訪れたイギリスの商人 RalphFitch もオルムズ
の繁栄ぶりをつたえている。 Boxer,op. cit, p. 62. 

(13) マムルーク朝エジプトはボルトガル進出以前，香料貿易の最大の仲継国であっ
た。森本公誠「マムルーク朝とインド洋・地中海貿易」東西文明の交流皿，イス

ラム帝国の遺産，平凡社， 1切0年， 179-218頁
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al-GhiirIはフサイン Husayn をジッダの総督に任じボルトガルに挑戦しよ

うとした。グジャラートのスルクンと協力して， 1508年にはチャウル Chaul

でボルトガル艦隊を破ったものの， 1509年にディウ Diu で手痛い打撃を受
(14) 

け以後マルムークの艦隊はボルトガルに対抗する行為に出なかった。

マムルーク朝の後イスラム世界の盟主はオスマン・トルコであった。 トル

コの関心はヨーロッパに向けられてはいたが， 1520年代までにペルシャ湾ま

で進出してくるとともに，ペルシャ湾からレヴァントヘぬける貿易路に以前

の繁栄を取りもどすためボルトガルの勢力をこの地域から放逐しようと試み

た。提督ピリー・ライス Piri Reis は1547年アラプの首長が反乱を起して

ボルトガルと結んでいたアデンを占領し，さらに1551年ペルシャ湾からポル

トガル人を追放しようとしてマスカットを落し，さらにオルムズに向ったが
(15) 

失敗し，その責めを負って1554/5年カイロで刑死した。以後オスマン・トル
(16) 

コはボルトガルに対する積極的反攻には出ることができなかった。それは一

般的なオスマン・トルコの軍事的劣勢を物語るものであろうか。いや否であ

る。 16世紀のトルコはその全盛時にあり地中海ではヴェネチアを圧倒してそ

の海軍力を誇示していた。 1571年のレパントの戦いの敗北にもかかわらず，

オスマン海軍は力を回復し， 1574年には北アフリカ沿岸を西進し，イスパニ

アの重要な砦であるラ・ゴレック LaGolletaを占領している。時の大宰相

ソコル MehmedSokolluは「錨を銀で鋳造し，索具を絹でつくり，しゅす

を裁断して帆を作るように注文されても，これを全艦にほどこすことが出来

(14) F. R. C. Bagley, "Egypt and the Eastern Arab Countries in the first three 
centuries of the, Ottoman period", The Muslim World., p紅t][， The Last 
Great Muslim Empires, Leiden, 1969. pp. 57-58. 

(15) Ibid. p. 58. ピリー・ライスは海洋案内書「キクープゥ・バフリエ」 Kitabi-
Bahriye の著者としても知られている。この書は当時のトルコが海洋国家とし
ても第一級であったことを示している。三橋冨治男「キクープゥ・パプリユの著
著ピリーライスと世界古地図について」オリエント，第9巻2 • 3号， 1967年，
199-220頁。

(16) ピリー，レイスの後をついだセイデ・アリ・レイス Seydi'AliReisの反撃を
功を奏しなかった。三橋冨治男，「セイデ・アリ・レイスとインド洋」人文研究．
第4号， 1966年， 15-16頁。
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(17) 

る程〔オスマン帝国は〕強力である」と豪話する程であった。オスマンの半

月旗は地中海の各地にたなびき地中海にトルコの内海の如き様子すら呈して

いた。大西洋で優位を誇っていたイスパニアもボルトガルも地中海へは全く

進出できなかった。

地中海ではこれほどに強力なオスマン・トルコがインド洋ではボルトガル

に十分に対抗し得なかったのは何故であろうか。第一にはオスマン・トルコ

の目が常にヨーロッパに向っており，二度にわたるウィーン遠征にみられる

ごとく東ヨーロッパと地中海，黒海の制圧をまず意図していたこと，第 2に

は地中海および黒海においてはガレー船が有利であったが，ガレー船は波の

高い外洋には不向きであってボルトガルのカベラル船によく対抗し得なかっ
(18) 

たことが挙げられうる。地中海と同様の内海である紅海においてはポルトガ

ル艦隊をよく駆逐し得たことは第二の点を証するものであるし，技術的には

高い水準にありながらインド洋向きの外洋船の開発に向かわなかったのは，

オスマン・トルコが関心を余りインド洋には向いていなかったことによるも

のであろう。

ボルトガルの進出を容易ならしめた事由としては，このようなイスラム教

国側の事情とともに，ボルトガル軍の武器とりわけ大砲の威力があった。さ
(19) 

らに兵員の訓練と規律，宗教的熱狂が挙げられよう。しかしながら侵略の過

(17) A. C. Hess, "The Battle of Lepanto and the its place in Mediterranean 

History",, Past and Present, No. 57, 1971, p.121. 

(18) 何よりもヴェネチア艦隊に対抗する目的をもって建造されたトルコのガレー艦

隊は地中海ではその威力を発揮したが，ガレー船は構造的に波荒き外洋には不向

きであり，前述のビリー・レイス，セイデ・アリ・レイスの失敗は船の構造的欠

点によるところが大きかった。 A.C. Hess, "The Evolution of the Ottoman 
Seaborne Empire in・ the Age of the Oceanic Discoveries, 1453~1525" 
American Historical Review, Vol. 75 No. 7, 1970, p.1917. 

(19) M. A. P. Meilink-Roeloftz, op. cit., pp. l切—8.

宗教的動機もボルトガルの東洋進出を特徴づけるものの一つである。それはま

た，東インドにかける回教徒の活動に切り込み，キリスト教ヨーロッパの中心部

を脅していたオスマン・トルコの軍事的港在力を弱めるためでもあった。 C.H.
Alexandrowitz, An Introduction of the History of the Low of Nations 
in the East Indies, Oxford, 1967, p. 54. 
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程が終り拠点防衛に移るとともに，ポルトガルのインド洋支配は各所で綻ぴ

始める。ボルトガルはマラッカを支配したが，イスラム商人達は拠点をアチ

ューに移してむしろマラッカの没落をさそった。ポルトガルの独占貿易のあ

り方は商品の集散地を軍事的に抑えて商品の流れを一本化しようとするもの

であったが，広大なインド洋を小国ボルトガルが抑えつづけることは所詮無

理であった。アジア諸国の力によるボルトガルヘの挑戦は不成功ではあった

が，ポルトガルの存在にもかかわらず従来の貿易網は依然として活発に活動

しつづけていた。さらにオスマン・トルコの進出にともなう西アジアの政治

的安定は紅海，ペルシャ湾での交易活動を再び活発化させた。

回教勢力の拡大におびやかされていたヨーロッパの一国として，ボルトガ

ルはインド洋におけるイスラム商人の活動に楔を打ち込むことによってイス

ラム教の勢力を背後から弱めようとする使命をもっていた。紅海，ペルシャ

湾の封鎖に力をそそいだ今一つの理由である。 しかしながら16世紀iの後半

においては，ボルトガルは紅海，ペルシャ湾ルートを自ら開放せざるを得な

い状況に陥っていた。 ポルトガル政府の発行する通行許可証（カルターズ

Cartaze.)は，紅海へ向けて航行するイスラム教徒やヒンズー教徒の商人達に
(20) 

対しても発行されていた。

ボルトガルには敵対する勢力を抑えるに十分なだけの力が不足していた。

まず第一に人的資源が不足していた。エスタード・ダ・インディアの各所に

散在する砦を守る守備隊は多くの人員を必要としたが 1世紀にわたり常時多

数の人員を本国から送るにはボルトガルは余りに小国であった。 Boxer は

15世紀前半におけるポルトガルの人口を1,000,000から1,400,000と見積り，

この中からさらに16世紀を通じて年々 2,400人が海外に流出していったと推

(20) ボルトガルはエスタード・ダ・インディアにおいて航行する全ての船舶に通

行証の所持を義務づけ， それによってアジアの商人の貿易を抑制して， 交易Jレ

ートの支配をはかったが， 16世紀の後半においてはもっばらその通行許可証と

関税の収入がボルトガルにとっての主たる収入源となってしまったため， むし

ろアジアの商人の通商活動の活発化が必要となるという矛盾に陥った。 C.H. 

Alexandrowitz, op.、cit.,pp. 71-72. 
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定している。不足する人員をおぎなう為，ボルトガル王室は現地人との婚姻
(21) 

をすすめた。

さらに現地のボルトガル人社会の規律，統制の不足が指摘される。本国の
(22) 

封建的身分関係が植民地における指揮系統にしばしば混乱をきたした。リン

スホーテン J. H. van Linschoten は「ここ数年来をみるに，年々インデ

ィアに船舶 5隻のうちあるものは捕えられ，あるものは難破して帰ってくる

のは 1, 2隻であることがしばしばである。それらの大部分はかれらみずか
(23) 

らのもつ悪習と不規律に起因する。」と断じている。またリンスホーテンは他

の箇所で「副王，行政官その他すぺての者たち，いや聖職者にいたるまで私

利私欲の追求に明け暮れ，国家全般の繁栄とか国王への奉仕などはほとんど

顕みず，おのおの三年間そこに在職するにすぎないことを計算して，もっぱ
（砧）

ら個人の利益だけにしがみついているのである」と記している。もっともリ

ンスホーテンはやがてポルトガル最大の競争者として硯われるオランダ人で

あり，そのきびしい見方は多少は割引して考える必要があろう。リンスホー

テンが激しく批判している官吏の汚職 corruptionについては，これを文字

通りの汚職としてみてはならない。近代的租税制度が確立する前段階におい

て絶対王制をささえるものとして急造された官僚組織を維持するために，汚

職はその地位にふさわしい収入を保証する意味で必然的に生れざるを得なか
(25) 

ーったものと考えられるからである。

ボルトガルの支配を脆弱ならしめた要素としてはさらに，香料貿易からあ

がる収益それ自体が，エスタード・ダ・インディアを維持していくに十分な

ものではなかったことにある。ゴアおよび各地の税関の収入はエスタード・

(21) C. R. Boxer, op. cit., p._64. 

(22) M. R. P. Meilink-Roeloftz, op. cit., p. 119. 

(23) リンスホーテン，前掲書， 684頁

(24) 同上， 306頁

(25) T. Hurstfield, "Political Corruption in Modern England", History, vol. 52, 

1967, pp.125-137. N. Sreertsgaad, The Asian Trade Revolution of the 

Seventeenth Century, Chicago-London, 1973. p. 19. 
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ダ・インディアにおける守備隊，監視船，管理等の人件費にあてられた。エ

スタード・ダ・インディアの存立の基盤は希望岬航路からの貿易収入ではな

くて，アジアの諸地域における貿易に対して保護を与えることから生ずる収

入であった。即ち関税収入とカルクーズの収入がその源であった。

ところでボルトガルの王室独占の形態は，地方の集荷地で王室の代理人が

現地の生産者もしくは硯地の仲介商人から香料を買い集め，これをエスクー

ド・ダ・インディアにおける集荷センクーであるゴアに送り，ゴアからリス

ボンのカサ・ダ・インディアに輸送され，そこでの価格決定の後にアントヴ

ェルペン市場を通じて，アントヴェルペン市場閉鎖の後はリスボンから直接
(26) 

ヨーロッパ全土に供給するものであった。しかし16世紀末には青年王セヴァ

スチャンのもとで胡椒貿易の再編がなされ，ドイツ商人ロート KonradRott 

と契約を結ぴ， Rottがインディアから購入してきた胡椒を Rott と国王で

折半し，さらに国王の取り分を Rottが 1キンクル当り 82クルサドで買いも

どしてヨーロッパに供給することになった。しかしレヴァント貿易の繁栄に
(27) 

よる胡椒の価格下落によって Rott は破産してしまった。ついで 1586年

にはロベラスコRovellasco, フッガー Fugger, ヴェルザ-Welser の諸

家をメンバーとする企業組合と契約を結び，この企業組合が購入した胡椒を

16クルサドで王室に売却することに定められた。 1592年にこの契約はヒメネ
(28) 

ス Himenesを加えて更新された。

ここにおいてボルトガル王室の貿易独占は内からもくずれさり，王室は商

品の流れに寄生するにとどまることとなった。自ら取引を行なわない王室は
(29) 

ィンド洋へ膜衛艦隊を送ることもしなくなった。

(26) M. R. P. Meilink-Roeloftz, op. cit., p.1201. 

（切） N.Steensgaard, Asian Trade Revolution, p. 985. 

(28) Ibid., p. 98. H. Kellenbenz "Autour de 1600 : La Commerce du Poivre・ 

des Fugger et le Marche international du Poivre" Annales ; E. S. :c., t. 11,卓

1956, pp. 1-28 

(29) リンスホーテン，前掲書， 631頁
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m レヴァント経由香料貿易の復活

ヴァスコ・ダ・ガマの帰還の知らせがヴェネチアにとって大きな衝撃であ

ったのは当然である。当時ヴェネチアはオスマン・トルコとの戦争 (1448~

1502年）によって東地中海における通商活動に著しい制約を受けていた。さ

らにマムルーク朝エジプトが国庫増収の為に始めた香料取引の専売制は紅海

ルートの香料価格を15世紀を通じて上昇させていた。まさにヴェネチアにと

ってのそのような困難の時期にリスポンヘ大量に流れ込んだ胡椒はヨーロッ

パの胡椒の価格に大きな変動をもたらし，ヴェネチア商人の中にはその為に

破産するものもあった。ボルトガルのインド洋での軍事的成功とマムルーク

朝の国力の衰退もあって，レヴァント・ルートの香料貿易は一時大打撃を受
(30) 

けた。 1504年にはヴェネチア商人はアレキサンドリアでもベイルートでも全
(31) 

く香料を購入し得なかった。

レヴァント・ルートの香料貿易は完全に破壊されたかの如くであった。し

かし間もなくレヴァント・ルートは復活する。オスマン・トルコの進出がレ

ヴァント貿易を阻害したのではないかという考え方はかつてのヨーロッパ史

の常識であったが，ヴェネチアとの戦闘状態による一時的低滞を除いてトル

コの進出は阻害要因をなしていない。ガマのカリカット到着は1498年であり

レヴァント地方における主要交易路があったシリア，エジプトヘのトルコの

進出は1515~6年のことであった。むしろトルコの進出はこの地域に政治的

安定をもたらし，レヴァントにおける東西貿易の復活に貢献している。事実

トルコのエジプト征服の 2年後にはアレクサンドリアからドプロプニクヘ香
(32) 

料が輸入されている。 1516年以降，香料貿易におけるヴェネチアの役割は復

(30) マム）レーク朝が1428年に採用した専売制もまたボルトガルの初期の成功をもた
らした要因の一つであろう。その結果はエジプトにおける香料貿易を担っていた
カリーミ商人 Karimi の活動の基盤をうばい， しいては香料貿易の低滞と価格
上昇をもたらしていた。森本公誠，前掲書， 179~199頁。

(31) F. C. Lane, op. cit~ p. 589 
(32) F. W. Cartar, Dubrovnik; A classic city-state, London-N. Y., 1972. 

p.262-3 
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活した。 トルコとの平和の確立はレヴァント地方におけるヴェネチア商人の

活動を再び繁栄させるに至った。ヴェネチアに到着する胡椒の量はボルトガ

ルの参入前 (1495年）の115万ボンドから16世紀中頃には年平均131万ポンド
(33) 

と完全に以前の水準をとりもどしている。

1540年までのアントヴェルペンの胡椒市場の価格を左右したのはリスボン

であったが，1540年以降はヴェネチアの影響が強くなっていく。 Steensgaard

は当時レヴァント経由でヨーロッパにもたらされた胡椒の量を 3~4万ボン
(34) 

ド， リスボン経由でもたらされた量を 1~2ボンドと見積っている。リスボ

ンの香料貿易で大きな役割をはたしていた南ドイ‘)の企業家達もドブロプニ

クを通じてカイロやアレキサンドリアに代理人を派遣し香料の直接購入を計

った。さらにマルセイユの商人もアレキサンドリアで香料を購入し， リオン
(35) 

で売りさばいていた。 1591年にあるイスパニアの商人はリスポンヘインドか

らの船が着かず，香料の値が上っているにもかかわらず，胡椒の価格が変ら

ない理由をレヴァントからヴェネチアに大量に入荷されていることにもとめ
(36) 

ている。また1583年にはイギリス商人エルドレッド JohnEldredがバクダッ
(37) 

ドとアレッボの間に大量の貿易が存在していることを報じている。レヴァン

ト・カンパニーの代理商として活動していたサンダーソン JohnSanderson 

の報告するところによれば，カイロヘは 1586年 1月13日スエズから 2,000キ

ンタルの胡椒がキャラバンによってもたらされており，同月19日， 20日の両
(38) 

日にはメッカから5,000ないし6,000キンタルの胡椒が運び込まれていた。

(33) F. C. Lane, op. cit, p. 584 
(34) N. Steensgaard, A,sian Trade Revolution, p. 168 
(35) F. C. Lane, op cit, pp. 55-56. ドプロプニクのレヴァント貿易は1570年頃

から衰退しはじめるが，その原因はレヴァント貿易そのものの衰退ではなく，ヴ

ェネチアの再復活とドプロプニクのイスパニアとの結びつきによる大西洋進出に

よるものである。 F.W. Cartar, op. cit, p. 354. 

(36) F. Braudel, op. cit, p. 509. 

(37) Idib, P. 511. 

(38) The Travels of John Sanderson in the Levant 1584-1602. edited by W. 
Foster, Hakluyt Society series]I，Vol. 67, 1934, p. 53 
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ダンドロ Paolo Dandolo は 1587年 11月にリスボンヘの胡椒の輸入を

10,000キンクル程度と予測したが，実際その年の輸入は 9,722キンクルであ

った。ちなみに1588年のヴェネチアヘの胡椒の輸入は21,819キンクルであっ
(39) 

た。

1590年代にはボルトガル船の帰還が激減した。 1591年から95年の 5年間に

リスボンヘはわずか 7隻しか帰還しなかった。その多くは難破または捕獲で

あった。 トルコのガレー艦隊はスエズから出撃してはボルトガル船をおびや

かし続けていた。大西洋ではイギリスの私掠船が活発に動いていた。ボルト

ガルにはそれらを打破して再ぴかつての栄光をとりもどす力はなかった。

W 隊商lレートと海洋lレート

現代的視点から見るならば海洋Jレートによる大量輸送は輸送費の著しい軽

減によって，価格競争の面からキャラバンによる輸送を圧倒したはずである

と考えられる。しかし当時の大洋航海の硯実をみるならば，輸送費の軽減と

いう点では旧来の貿易路に対して有利さをもっていなかった。 16世紀初めの

西アジアのキャラバン・ルートには内陸の支配者達の関税徴収所が各所に

設けられ，加えて盗賊の危険が大きかった。ペルシャにおけるイギリス東イ

ンド会社の代理人がカズヴァンからアレッボに輸送した時の費用は 67ピア

ストルであったが，その内純粋に輸送費と考えられるものは23ピアストルで

あり残りの44ピアストルは関税と貢物等の費用であった。 Steensgaardの

推計によれば， ラクダー頭当りの積荷につきアレッボからゴアヘの往路 9ピ
(40) 

アストル，復路が14~16ピアストルと見積られた。 17世紀の英東インド会社

の場合，輸送費はトン当り 30~32ポンド（約135~145ピアストル）と考えら

(39) N. Steensgaard, Asian Trade Revolution, p. 54. 

(40) Ibid~ p. 33. 

(41) Ibid~ p. 70. N. Steensgaard, "Freight Costs in the English. East India 

Trade 1601-1605", The Scandinavian・ Economic History Review, Vol. 8, 

1965, p. 148. 
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(41) 

れる。積荷が胡椒の場合トン当りおよそ1,200~1,500ボンドであり，ラクダ

の積荷 3 頭分に相当した。一方アレッボからゴアまで往復するとして 200~
(42) 

程度の積荷の輸送費は大体25ピアストルであったとみられる。大部分が海上

輸送である紅海ルートの場合これより安価であったと考えられる。紅海ルー

トの有利性にはトルコもヴェネチアも以前から気づいておりヴェネチアはマ

ム）レーク朝にスエズ運河の建設を献策している。 トルコの宰相‘ノコルも又同
(43) 

様の試みを考慮していた。

キャラバン・ルートの輸送費がそれ程でもなかったにもかかわらず産地価

格とレヴァントにおける価格には大きなひらきがあった。 1580年代マラバー

ル海岸の胡椒の価格は 1バール当り約25~30ピアストルであったのに対し，
(44) 

アレッボでは通常200ピアストルで取引されていた。

希望岬ルートの有利さは輸送コストそのものよりも，貿易路が通過する各

地の支配者の徴収する通過関税や略奪をさけることにあった。しかしボルト

ガルの政策は高価格への欲求に支配されており，経済的競争によってレヴァ

ント・ルートを打倒しようとすることがなかった。 11世紀末，王室は企業組

合から 1キンタルにつき16クルサドで購入した胡椒を60クルサドで販売しよ

うとさえ試みている。これは結局ヴェネチアの胡椒との競争によって成し得
(45) 

なかった。

ヨーロッパの胡椒の価格はリスボンよりもレヴァントの港で決定された。

レヴァントでの胡椒の価格が上昇すればリスボンのそれも上昇した。ボルト

ガルは大洋航路の開拓によって関税や略奪の負担を低下させ，大量輸送の有

利さを有していたにもかかわらず，その優位さを生かそうとしなかった。ボ

ルトガルの軍事的な支配が弱まるやいなや急速にレヴァント・ルートの貿易

(42) W. Steensgaard, Asian Trade Rovolution, p. 79. 

(43) Omer Li.itfi Barkan, "Notes sur les Route de Commerce Orientales",-Revue 

de la Faculte de Science economiques des I'Universite d'lstanbul, t.1, 

n ° 4, 1940, pp. 322-328. 

(44) N. Steensgaard, Asian Trade Revolution, p. 40. 

(45) Ibid~ p.100. 
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が復活した理由がここにある。

西アジアの隊商路から希望岬航路への転換が確定的になったのは，オラン

ダおよびイギリスの東インド貿易への参入の結果である。 1601年にヴェネチ

アはアレキサンドリアでの香料貿易にたずさわっていたが， 1612年にアレキ

サンドリア駐在のヴェネチア大使は「アレキサンドリアでは香料は非常に高
(46) 

ぃ，この貿易は当地では非常に衰退している」と報告せねばならなかった。

1614年にはイギリス東インド会社はリポルノ Livorno に胡椒を輸出してお

り，今や香料貿易の流れは地中海においては東から西ではなく，西から東へ

と逆になった。 1618年にはオランダ船はイスタンプールに香料の供給をおこ
(47) 

なっている。 1625年にはトルコでは以下のように嘆かれた。「かつてインド

シンド，シナからスエズに商品が集まり，イスラム商人によって全世界に供

給されていた。しかし今やこれらの商品はボルトガル，オランダ，イギリス

の船でヨーロッパに運ばれ，そこから全世界に供給される。彼等自身で必要

としない部分はイスクンプールやイスラム世界に送られ， 5倍の価格で売ら

れている。」 1626年にはイギリスから801,347ボンドの胡椒が1627年には実に
(48) 

1,797,693ボンドが地中海地域に再輸出されている。

レヴァントの隊商路はなお維持されてはいたがもはや香料はその主要な商

品ではなくなっていた。アレッボやスミルナには17世紀以降多くのヨーロッ

パ商品が交易していたが，そこで販売される遠隔地の商品の主たるものはペ
(49) 

ルシャの絹織物であった。

V おわりに

ボルトガルの進出以前からインド洋ではアジアの移動商人達によって活発

(46) Ibid~ p.184. 

(47) Ibid~ p.172. 

(48) Ibid~ p.174. 

(49) R. Davis, Aleppo and Devonshire Square, London, 1967, pp.134-171. 
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な通商活動が遂行されていた。その商品の流れから香料のみをボルトガルの

ものにせんと試みた王室の独占政策は既に見た如く基本的には従来の貿易構

造の変更をもたらさなかった。ボルトガルの独占は Steensgaard も言う如
(50) 

く「武力に護られた通商路の独占であって，商品の独占ではなかった。」その

意味では本来の独占ではなくて，いわば「寄生的独占」と呼ばれるべきもの

であったといえよう。生産地の植民地支配に踏み出した従来の集荷システム

を根底から覆したオランダと比較するならばその遮いは明瞭である。ポルト

ガルの香料貿易への参加は最終的には徴税者としての参加に終った。さらに

その収益はエスク・ード・ダ・インディアを維持するために消耗されて本国に

おける資本蓄積には回らなかった。

ヴァスコ・ダ・ガマの第一次航海から後れること約 1世紀， 1595年アクセ

ルから出発したコルネリウス・ド・ハウプトマンの艦隊は翌1596年6月21日

ジャワ島西部のバンテンに到着した。この事件はボルトガルのインド洋にお

ける敗退とともにレヴァント貿易の衰退を通じてヴェネチアの「首を締めあ

げ」，真に大洋時代の幕開けになった。

(50) N. Steensgaard, Asian Trade Revolution, p. 100. 




